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ピアノ線によるコンクリー ト打放し表面の気泡低減効果
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                  Piano Wire
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 Finishing face of RC members is very important in order not only to maintain

durability and watertightness, but also to make the appearance of a concrete

building beautful.

 In this paper, reduction effects of surface cellular boids on fair-faced ooncrete

member by using piano wire are discussed.

 This experimental program tries to clarify the principal mechanism of

decreasing action on cement mortar specimens which piano. wire taking away air

cell of boudary plane between fresh mortar and formwork.

 From the test results, it is found that the best condition of the reduction effect

of surface air cell by piano wire for cement mortar specimens,are as follows:

1)diameter of piano wire;φ5.8mm,2)insert distance from formwork;0mm,3)pull

out times;10 minutes and 4)intervals of insert;10mm.
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1.は じ め に

 コンクリー ト表面仕上げは,建 物の外観を美しく仕

上げる意匠的効果のみならず,RC構 造物の耐久性,

水密性等の基本的な性能を確保するうえで重要である.

特に,コ ンクリー ト面が直接大気露出する打放 しコン

クリー トはその表面の仕上げの良否が構造物の性能に

直接的に影響を与えることになる.

 コンクリー ト打設時に表面に発生する気泡が建築物

の仕上げの美観をそこねた り,か ぶ り厚さの減少によ

る耐久性の低下などをまねく.そ のため仕上げ表面の

補修作業を行 うが,そ れは生産コス トの増大に結びつ

く結果となる.

 コンクリー ト打設表面の仕上げ技術は建設後の建設

物の汚れや劣化問題 とも深く関わり,仕 上げに関する

研究は実に多岐にわたり,そ の取 り扱われる内容も設

計から施工管理まで範囲が広い.

2.研 究 目 的

 本研究では,打 ち放しコンクリー トの仕上げ面の気

泡孔について,現 場で使用 されている気泡低減器具で

あるピアノ線を用いてコンクリー ト表面を改質する原

理機構を明らかにするものである.ピ アノ線の太さ,

挿入間隔、挿入時間を変化 させた場合の打設面の表面

気泡分布変化を,モ ルタル供試体を作成 し打設時の表

面気泡低減効果について実験を行い考察した.

3.実 験 概 要

 3.1使 用材料

 本試験では普通 ポル トラン ドセ メン ト,細 骨材に木

曽川 産川砂,混 和剤に高性能AE減 水剤,剥 離剤は油

性の ものを使用 した,

 使用す る ピアノ線は長 さ300mmと し,太 さφ2.8

お よび φ5.8の2種 類 を使用 した,使 用型枠は,高 さ

200mm× 横200mm× 幅50mmの 木製型枠(塗 装あ

り)と す る.

表1に 使用材料,写 真1に ピアノ線,写 真2に 使用

型枠を示す.
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 3.2モ ルタル調合

 モル タル の調合は水セメン ト比50%と 固定 をし,

目標モルタルフ ロー値 を250mm,200mm,150mm

の3水 準 とす るため細骨材量を変化 させ たものである.

調合表を表2に 示す.

 3.3打 設 ・成型

 モルタル を型枠 に2層 に分け各々15回 棒突 き打ち

込み を行 った.打 ち込み完了か ら10分 経過後,ピ ア

ノ線1本 を型枠内の り面に縦垂直方向に小 さく上下に

ゆす りながら差 し込み,底 面に達 した ら上下にゆす り

なが らゆっくりと引き抜 く作業 を,差 し込み間隔幅 ご

とに型枠の両面について繰 り返 し行った.差 し込み間

隔幅はそれぞれ10mm,20mm,30mmの3水 準 と

し,さ らに差 し込み開始か ら引き上げ終了までの時間

を10秒,5秒 の2水 準,型 枠 うちの り面か らの距離

を0mm,10mmの2水 準,ピ アノ線の太 さφ2.8,

φ5.8の2水 準 とし,計24水 準 とした.供 試体は打

設1日 後に脱型 し,そ の後7日 間水中養生 した.

4.供 試体の評価方法

 4.1撮 影方法

 モルタル表面の気泡または空隙を評価す る方法 とし

て,供 試体 を台の上に置 き,ラ イ トを設置 しライ ト以

外の光が入 らないよ うにスチ レンホーム製暗箱 で供試

体 を覆いデ ジタルカメラで写真撮影 を行 う.供 試体 と

デジタルカメラの距離は300mm,デ ジタルカメラと

ライ トの距離は400mm,供 試体 とライ トの角度は約

30° とし撮影 を行 った.

4.2解 析方法

 デ ジタル カメラにて撮影 した画像 をフォ トシ ョップ

に よ り供 試 体 の 表 面 の気 泡 孔(ピ ン ホ ー ル)を

200mm×200mmの 範囲で画像解析を行 う.画 像解析

によ り供試体表面にある気泡孔を黒色表示す る事がで

き,撮 影面積に対す る気泡空隙面積比を表す事ができ

る.出 力 された値 を表面気泡分布率 とし,供 試体表面

の評価方法 とした.写 真3に 撮影 画像の解析前 と解析

後 を示す.

5.表 面 処 理

 供試体表層の気泡はセメン トのろによ り内面に隠れ,

表 面 に は直接 現れ ない場 合 が あ る.供 試 体表 面 を

0.1mm～0.2mm磨 くことで実際の気泡が表れる.供 試

体表層部の実際 の気泡 を把握す るため,ウ エス(布)

によ り供試体の表面 を磨 く.ウ エスの磨 き前 と磨き後

の画像を写真4に 示す.

 供試体の磨 き前 と磨 き後の表面気泡分布率の変化 を

図1に 示す.ウ エスによる磨 き前の表面気泡分布率の

平均は0.53%,ウ エスに よる磨 き後 の表面気泡分布

率の平均は1.18%と なった.磨 き後 は磨 き前に比べ

表面気泡分布 率が約2倍 増加 した.こ のことにより,

セメン トのろに より隠れている表 面気泡が多 いことが

わかった.よ って試験結果 には ウエスによる磨 き後の

表面気泡分布 率の値 で比較検討 を行った,
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6.試 験 結 果 と 考 察

 6.1 ピアノ線 による効果

 図2に ピア ノ線の使用 面,不 使用面における表面気

泡分布率の変化 を示す.

 ピアノ線使用 による供試 体6体,計12面 の表面気泡

分布 率の平均は1.26%.ピ ア ノ線不使用による供試体

6体,計12面 の表面気泡分布率の平均は1.68%と なっ

た.ピ アノ線使用 によ り表 面気泡分布率は約30%低 減

され る結果 となった.ピ ア ノ線 の使用が表 面気泡 を低

減 させ ることが確認できた.

 6.2型 枠内の り面からの距離変化による効果

 ピアノ線 の挿入位 置 を型枠 内の り面か ら0mm,10

mmと 距離 を変化 させ た場合の結果を図3に 示す.

 型枠内の り面か ら10mm放 す ことで,ピ アノ線の気

泡低減効果 はあま り得 られ ず,ピ ア ノ線 不使用面の表

面気泡分布率 とほぼ同等 の値 を示す結果 となった.モ

ル タル フロー値250mmに 関 しては,ピ ア ノ線 を使用

していない時 よ りも供試体表面の気泡分布率は増加 し

た.型 枠 内の り面か ら0mmと,ピ アノ線を型枠に接す

るよ うに挿入す ることが供試 体表面の気泡 を低減 させ

る効果増大のために必要 なことであ る.

 6.3線 材の太 さによる効果

 ピアノ線の太 さを変化 させ た場合 の表面気泡分布率

の変化 を図4に 示す.

 線材の太 さによる差違 が生 じた.φ5.8を 使用 した

場合 がよ り表面気泡が低減 した.モ ル タル フロー値 が

250mmの 場合,φ5.8は 不使用の場合 に比べ表 面気泡

分布 率が約40%の 低減 させ る効果 を得 た.線 材 が太

い方が ピア ノ線 を挿入 した時 に型枠 とモルタル表面の

間にで きる空気 の逃げ道がよ り確保 できるためではな

いかと考え られ る.
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 6.4挿 入間隔による効果

 ピア ノ線 の挿入 間隔を10mm,20mm,30mmと 変

化 させた場合の表面気泡分布率の変化 を図5に 示す.

 挿入間隔が最 も小 さな10㎜ の場合が最 も表 面気泡

が低減 した.挿 入 間隔が狭 いほ どモル タル にピアノ線

を差 し込む回数が増えるので より多 くの気泡が ピア ノ

線 と共に上昇 し消滅するからではないか と考 える,

 6.5挿 入引き抜き時間による効果

 ピアノ線 の挿 入引き抜き時間を5秒,10秒 と変化

させた場合の表面気泡分布率の変化を図6に 示す.

 挿入引き抜き時間による違いでは10秒 の場合 が最 も

表面気泡が低減 した.モ ル タル フ ロー値が250㎜ の

時,挿 入 引抜き時間0秒 のものに対 し挿入引抜 き時間

10秒 の表面気泡分布率は約40%低 減 させ ることがで

き,作 業時間を長 く,ゆ っ くり引き抜 くことで より多

くの気泡 を除去できると考え られ る,

7.ま と め

1) ピアノ線による表 面気泡の低減効果 を無筋 モル タ

  ル打設試験 によ り確認 できた.

2) ピアノ線挿入が型枠内の り面から離れ ると,硬 化

  後 コンク リー ト表面の気泡低減効果 はあま り得 ら

  れない.

3) ピアノ線 の気泡低減効果が最 も顕著 に得 られた条

  件は,挿 入間隔10mm,挿 入引抜 き時間10秒,

  型枠内の り面か らの距離0mm,ピ アノ線の太 さ

  φ5.8で ある.し か し以上の条件では,モ ルタル

  の流動性 が小 さい場合 は気泡低減効果が少 ない.

  ピアノ線 を使用す る場合は200mm以 上の流動性

  の確保が必要である,
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